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電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
受
話
器

を
取
る
と
男
性
の
声
。
共
産

党
日
野
事
務
所
で
す
と
告
げ

る
と
「
今
朝
の
羽
鳥
さ
ん
の

番
組
を
見
た
よ
。
裏
金
問
題
す
っ
ぱ
抜

い
た
の
お
宅
だ
っ
て
」
と
少
し
興
奮
の

様
子
▼
年
末
26
日
朝
の
「
羽
鳥
慎
一
モ
ー

ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
。
政
権
に
近
い
こ
と

で
知
ら
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田
崎
史

郎
氏
が
「
ま
た
『
赤
旗
』
に
抜
か
れ
た
」

と
ぼ
や
き
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
玉
川
徹
氏

は
「
最
初
に
や
っ
た
の
は
『
赤
旗
』
。

『
赤
旗
』
が
書
い
て
大
学
の
先
生
（
上

脇
博
之
・
神
戸
学
院
大
教
授
）
が
調
べ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
▼
自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
に
よ
る

裏
金
問
題
は
一
昨
年
11
月
『
赤
旗
日
曜

版
』
が
ス
ク
ー
プ
し
が
、
大
手
メ
デ
ィ

ア
は
動
か
な
か
っ
た
。
検
察
の
動
向
が

伝
わ
る
と
一
斉
に
報
道
が
始
ま
り
、
政

権
を
揺
る
が
す
大
問
題
へ
と
発
展
し
た

▼
ス
ク
ー
プ
と
い
う
と
信
頼
に
基
づ
く

情
報
提
供
で
は
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
こ
の
問
題
は
「
さ
く
ら
を
見
る
会
」

と
同
様
、
赤
旗
編
集
部
が
時
間
を
掛
け

て
分
厚
い
資
料
を
丹
念
に
調
べ
上
げ
た

結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た

▼
先
の
上
脇
教
授
も
ネ
ッ
ト
番
組
で

「
告
訴
し
た
の
は
私
。
国
民
栄
誉
賞
と

い
う
ジ
ョ
ー
ク
も
頂
く
が
、
政
治
資
金

収
支
報
告
書
を
根
気
よ
く
調
べ
た
の
は

赤
旗
の
記
者
さ
ん
た
ち
。
本
当
に
頭
が

下
が
る
」
と
経
緯
を
語
っ
た
▼
「
自
民

党
政
権
は
も
う
ゴ
メ
ン
」
「
ま
と
も
な

政
治
を
取
り
戻
せ
」
の
声
は
、
年
を
越

し
て
も
燃
え
盛
る
ば
か
り
。
「
頼
り
に

し
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
電
話
は
切
れ

た
が
、
食
べ
か
け
の
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は

す
っ
か
り
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。
（
Ｋ
）

短信

お
母
さ
ん
に
託
さ
れ
た
小
さ
な
子
が
、

中
野
市
議
の
持
つ
募
金
箱
に
お
金
を
。

「
能
登
に
は
た
く
さ
ん
の
知
り
合
い
が
い

る
」
と
言
っ
て
募
金
す
る
男
性
も
。

日
本
共
産
党
は
１
月
５
日
、
京
王
線
の

高
幡
不
動
駅
前
で
能
登
半
島
地
震
の
「
被

災
者
救
援
募
金
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
３
万
５
８
４

１
円
。
募
金
は
全

額
、
被
災
者
・
被

災
自
治
体
な
ど
に

お
届
け
し
ま
す
。

新
春

財政の負担増を押し出すのではなく

暮らし、営業を守ることを最優先に

12月市議会
中野あきと
一般質問

暮
ら
し
、
営
業
は
後
回
し

収
入
が
減
り
続
け
て
い
る
の
に
物

の
値
段
は
上
が
る
。
新
年
度
の
予
算

編
成
は
、
こ
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
う

か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

市
の
予
算
編
成
方
針
に
は
物
価
高

騰
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
も
っ

ぱ
ら
市
財
政
に
対
す
る
負
担
増
へ
の

懸
念
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
野
市
議
は
、
市
民
や
営
業
者

の
生
活
に
向
き
合
う
よ
う
な
考
慮
が

払
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

多
様
性
社
会
づ
く
り
に
逆
行

日
野
市
の
判
断
基
準

個
人
の
尊
厳
や
多
様
性
を
尊
重
す

る
社
会
づ
く
り
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
財
政
再
建
計
画
や

第
６
次
行
革
大
綱
で
は
、
新
規
事
業

の
検
討
や
既
存
施
策
の
見
直
し
の
視

点
と
し
て
「
公
平
性
」
を
確
保
す
る

と
い
う
理
由
で
、
直
接
の
受
益
者
が

全
市
民
で
あ
る
の
か
一
部
の
市
民
で

あ
る
の
か
、
こ
れ
に
よ
っ
て
優
先
度

を
区
分
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

中
野
市
議
は
、
こ
れ
で
は
障
が
い

者
施
設
、
難
病
の
人
的
支
援
、
特
別

支
援
教
育
、
不
登
校
支
援
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
方
々
へ
の
支
援
な
ど
が
、

後
景
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
と
追

及
し
ま
し
た
。

大
き
な
勘
違
い

憲
法
15
条
の
引
用

ま
た
、
担
当
部
長
は
答
弁
の
中
で

憲
法
15
条
の
「
公
務
員
は
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
っ
て
一
部
の
奉
仕
者
で
は

な
い
」
を
引
用
し
、
判
断
基
準
の
理

由
づ
け
に
し
て
い
ま
す
。

中
野
市
議
は
、
こ
れ
を
政
策
判
断

基
準
に
当
て
は
め
る
こ
と
自
体
大
き

な
勘
違
い
で
あ
り
、
こ
う
し
た
判
断

を
職
員
の
中
で
共
有
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
危
険
と
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」

令
和
４
年
度
、
財
政
改
革
の
推
進

委
員
会
で
市
民
委
員
の
方
は
「
ど
こ

が
悪
く
て
非
常
事
態
に
な
っ
た
の
か

分
か
ら
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

日
野
市
の
財
政
指
数
は
、
全
国
１

７
０
０
の
自
治
体
の
中
の
１
０
０
位
。

財
政
健
全
度
は
全
国
45
位
で
す
。
実

質
収
支
は
令
和
２
年
度
30
億
円
、
３

年
度
51
億
円
、
４
年
度
27
億
円
と
大

き
く
黒
字
を
出
し
て
い
ま
す
。

中
野
市
議
は
、
「
財
政
非
常
事
態

宣
言
」
の
呪
縛
か
ら
抜
け
出
す
必
要

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
と
予
算
編
成

深
刻
化
す
る
物
価
高
騰
の
中
、

ど
ん
な
判
断
基
準
で
新
年
度
予
算

を
編
成
す
る
の
か
。
昨
年
の
12
月

市
議
会
の
本
会
議
一
般
質
問
で
、

共
産
党
・
中
野
あ
き
と
市
議
は
、

新
年
度
の
予
算
編
成
に
対
す
る
日

野
市
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

能登半島地震

救援募金活動



［無料法律相談日］—2024年２月—
（お申込み）☎042-582-1042

わたなべ三枝・清水とし子事務所

■１日（木）18:00～20:00 わたなべ・淸水事務所

■８日（木）13:00～15:00 市役所６階共産党控室

◎法律相談以外のお困りごともお気軽に

日本共産党発行

■毎日お届けする日刊紙・◆月３４９７円

■週に一度の日曜版・・・◆月 ９３０円

一部売り、お試し購読も 中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

２０２４年こそ国民が主人公の政治を実現する年に！

日本の政治が「お金で買われていた」実態を浮き彫りにした自民党

のパーティ券問題。

そして、欠陥があることを知りながら日本の空で訓練を続け、つい

に墜落事故を起こしたオスプレイ。この二つは、財界とアメリカ言い

なりの政治のゆがみが生み出したものです。

「こんな政治をいつまでも続けていていいのか」と多くの人が感じて

いるのではないでしょうか。この二つのゆがみを正すことを綱領に掲

げる日本共産党のがんばりどころです。

神宮外苑の巨木をなぎ払い、超高層ビルを造ろうと、財界と都が一

体になって進めようとしている神宮外苑再開発は、都民の運動に押し

戻されて、着工を許さないまま年を越しました。

わずか１年余りで２３区のすべてで学校給食無償化を実現した都民

の運動は、「国がやること」とかたくなだった小池都知事を動かしま

した。

こうした変化が「政治は変わらない」とあきらめている人たちに希

望のメッセージとして届いてほしいと思います。

そして、２０２４年こそ国民が主人公の政治を実現する年に！

こんにちは

都議会議員

清水とし子です

新年おめでとうございます

共同の力で

政治を変える年に

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
市
民
の

会
は
、
12
月
25
日
、
市
長
宛
て
の
要
望
書

（
注
）
の
賛
同
署
名
２
３
６
１
筆
を
日
野

市
に
提
出
し
ま
し
た
。
署
名
は
更
に
、
１

月
31
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
翌
26
日
に
は
、
共
産
党
日
野
市

議
団
も
日
野
市
に
対
し
て
同
様
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

（
注
）
要
望
書
は
市
議
会
に
対
す
る
請
願

署
名
と
違
っ
て
市
長
に
直
接
提
出
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
議
会
で
の
審
議
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
無
償
化
で

市
民
の
会
や
共
産
党
市
議
団

が
日
野
市
に
申
し
入
れ

［
中
野
あ
き
と
市
議
の
提
起
］

自
治
会
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま

で
任
意
の
団
体
で
あ
る
。
会
員
の

た
め
の
共
済
会
や
互
助
会
な
ど
で

は
な
く
て
、
防
災
や
防
犯
、
街
の

美
化
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
ひ
と

肌
脱
ご
う
と
い
う
思
い
の
集
ま
り

で
あ
る
と
思
う
。

補
助
金
も
、
加
入
者
の
互
助
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
た

め
と
い
う
公
益
性
を
根
拠
と
し
て

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
行
政

の
下
請
け
の
よ
う
な
仕
事
は
大
幅

に
減
ら
す
べ
き
だ
。

自
治
会
へ
の
補
助
金
、
交
付
基
準
変
更

運
営
の
困
難
や
消
滅
を
加
速

給
食
の
無
償
化
に
市
民
の
関
心

１
時
間
で
９
０
筆
の
署
名

◀
12
月
28
日

お
お
た
高
幡
不
動
店
前
で

自
治
会
へ
の
補
助
金
に
つ

い
て
日
野
市
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
全
世
帯
を
対
象
に
交

付
し
て
い
る
方
式
を
改
め
、

自
治
会
の
加
入
者
に
限
定
す

る
方
式
に
変
更
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

中
野
あ
き
と
市
議
は
、
昨

年
12
月
市
議
会
の
一
般
質
問

で
、
補
助
金
の
交
付
基
準
の

変
更
に
つ
い
て
市
の
方
針
を

質
す
と
共
に
、
時
代
の
変
化

に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
提
起
し
ま

し
た
。

▲冬の雑木林（市内神明）

加
盟
者
が
減
少
す
る
中
、
市
の

提
起
し
た
基
準
に
変
更
す
れ
ば

自
治
会
運
営
は
立
ち
行
か
な
く

な
り
、
急
速
に
消
滅
し
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

都財政による全額補助を 清水とし子都議（談）

小池東京都知事は「学校給食の負担軽減に向けて踏み出

す」ことを表明しましたが、「2分の１補助」になれば財

政力が厳しい自治体では実現できるは不透明で、新たな多

摩格差を生み出しかねません。

共産党都議団は全区市町村で実施できるよう、都として

全額補助することを求めました。

平
山
２
丁
目
の
最
南
端
、
平
山
城
趾
公
園

と
旧
多
摩
テ
ッ
ク
の
間
に
、
平
山
台
健
康
・

市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
20
年
前

に
廃
校
と
な
っ
た
旧
平
山
台
小
学
校
の
跡
地

で
、
そ
の
後
、
健
康
・
市
民
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
市
民
や
地
域
住
民
の
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
野
市
は
こ
の
施
設
を
今
後

閉
鎖
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
一
昨
年
秋
ご

ろ
明
ら
か
に
さ
れ
、
施
設
利
用
者
の
間
に
不

安
と
不
満
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
も
サ
ー

ク
ル
活
動
で
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
は

ぜ
ひ
残
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
傾
斜
地
で
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

は
地
域
住
民
に
と
っ
て
地
震
な
ど
災
害
時
の

避
難
場
所
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
存

続
を
願
っ
て
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者

Ｎ

平山台健康・市民支援センター

（旧平山台小）の存続を願う

◎連載中の「身体（からだ）のはなし」は休みます。


